
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

楊 逸（ヤン・イー） 

芥川賞受賞者を囲む会 

 

２００８年８月８日 

 

「中国人はいま平常心になれないんですよ」とおおらかな笑顔――。

偶然だったが、８月８日は北京オリンピック開幕の日だった。日本語

を母語としない作家として初めて芥川賞を受賞した楊逸さんは、受賞

作『時が滲む朝』のことや中国の民主化についても率直にかろやかに

語った。 
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司会 川村晃司企画委員（テレビ朝日） きょ

うは第１３９回芥川賞を受賞されました楊逸（ヤ

ン・イー）さんをゲストにお迎えしました。 

楊さんは、中国・ハルビンの生まれです。1987

年に来日されまして、日本語学校やお茶の水女子

大学で日本語を学ばれた。それまでは全く日本語

を話す機会はなかったということです。 

その後、日本の中国人向けの新聞社で働きなが

ら中国語で詩やエッセーを発表され、昨年初めて

日本語で書かれた『ワンちゃん』という小説で、

文学界の新人賞を受賞されました。 

今回、２作目となる『時が滲む朝』で初めて外

国人として芥川賞を受賞されました。日本語を母

国語としない外国の方が芥川賞を受賞したのは

もちろん初めてのことです。本日は、楊さんがこ

れまで書かれてきた動機、あるいは今回小説を書

くに当たってご苦労された点などについて、お話

をしていただきたいと思っています。その後で皆

さんからご質問を受けたいと思います。 

私と企画委員であります日本テレビの井田由

美さんと二人で進行役を務めたいと思います。 

それでは楊さん、よろしくお願いします。 

 

■「文筆匠人」と呼んでください 

楊 皆さん、こんにちは。はじめまして。私、

いまご紹介していただきました楊逸と申します。 

私、ここに来られるということはすごい光栄だ

と思っています。そのためか、きのう変な夢をみ

ました。取材を受けるという夢でしたけれども、

その途中、なぜかもう警察の取調室に入っていた

ような光景になりましたが、それだけ潜在意識の

中で緊張しております。皆さん、ご質問のほう、

お手やわらかにお願いできたらと思います。 

私は、いままで４４年生きてきましたけれども、

こういうふうな、雲の上に浮いているような感じ

は初めてなので、もうすごく楽しんでいるつもり

なんですけれども、でもやっぱり緊張しています。 

小説を書くというのは、昔から書きたいとかい

うふうな感じではなくて、私の場合は、３年ほど

前に、仕事の関係でちょっとしばらく暇ができま

した。それで何か有効利用しようと思って小説を

書き始めました。 

それが、本当に思いもよらぬ文学界新人賞を受

賞できました。それで、私、書く道に入ることに

なりました。それで書いていきましたら、こうい

うふうな大きな名誉に恵まれましたけれども、こ

れからももっといろいろ書きたいと思っており

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

終わりました。短くて済みません。（笑） 

 

司会 何かあっさりと最初お話をなさいまし

たけれども、それでは、少し私のほうからいくつ

かうかがいます。 

先ほど控室で楊逸さんは、ご自分の経歴を渡し

てくれました。自分でインターネットを調べて、

印刷してきてくれたものでした。自分がどう書か

れているかということを読んだときに、楊逸さん、

本名、劉荍（リュウ・チアオ）さんは「日本の小

説家」と書かれている。しかし、そこをご自分で

訂正されて、私は「小説家」という言葉は親しみ

を持って感じられないので、「文筆匠人（ぶんぴ

つしょくにん）」というふうにこれからは呼んで

いただきたいというふうにいわれました。「文筆

匠人」というふうにご自分で訂正をされたのです

けれども、まず「文筆匠人」ということにこだわ

るのはどういうことなんでしょうか。 

 

楊 「小説家」とか「作家」とかという名詞で

すけれども、昔、小さいころからずうっと、あこ

がれ的な存在なので、自分がそうなっちゃうと怖

いという部分もすごくあります。いっそのこと、

ずうっとあこがれのままで「小説家」とか「作家」

とかを、これからも求めていくみたいな感じでい

ったほうがいいかなと思いました。 

それに、「匠人」というのは、すごく楽しめる

職業だし、気楽にできるという部分に関して、私

の性に合っていて、これからそういう気持ちで頑

張っていきたいと思っています。 

 

井田由美企画委員（日本テレビ） 「ショクニ

ン」という漢字が、実はご自分でお書きになった

のは、日本語の「職業」の「職」の人ではなくて、

「匠の人」の｢匠｣とお書きになったのですね。 

 

楊 はい。 
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井田 中国ではこういう字で…。 

 

楊 そういう字を書くんですけれども、まあ、

職業の職よりはその匠があったほうがいいかな

と思いました。 

 

司会 それでは、これからも私たちが紹介する

ときには、「文筆匠人」でいいわけですね。 

 

楊 お願いいたします。 

 

司会 まず初めに、どうしてもきょう聞いてお

きたいというふうに皆さんも思っていらっしゃ

るんじゃないかと思いますけれども、きょうは北

京オリンピックです。いよいよ２００８年８月８

日の午後８時８分、現地で開会式が盛大に行われ

るということで、いま現在は、おそらく人民大会

堂で、胡錦濤国家主席主催の、福田総理あるいは

ブッシュ大統領列席のもとでの招待のパーティ

ーが行われている最中だと思います。楊逸さんは

日本に来られてずっと、日本から中国を、故国を

みつめられて、きょう北京オリンピックが開幕を

されるという点について、どんな気持ちといいま

すか、どのような感想、そして、このオリンピッ

クについてどういうふうな感慨をお持ちか。お聞

かせいただけますか。 

 

■オリンピック開催で世界の仲間入り 

楊 偶然だと、最初は思っていましたけれども、

いまの話を聞きましたら、決して偶然ではなかっ

たのですね。（笑）この日に、私、人民大会堂に

行けなくて、ここで皆さんにお会いできて、すご

いうれしい、それに光栄に思います。 

オリンピックというのは、私、思うには、世界

中にいろんな国があるのですけれども、私が小さ

いときに受けた教育では、中国というのは、第三

世界の国だ、と。要するに発展途上国というふう

な位置づけでしたけれども、このオリンピックと

いうのは、多分先進国から回っていくんじゃない

のかなと、私の印象ではそういうふうに思ってい

たんです。 

中国は、もう１９８０年代に「改革開放」して、

それまでに、私が生きた中国というのは、全く別

な国でした。政治が中心になっていた国だと思い

ます。 

それから「改革開放」して、その中心というの

は政治から経済に変わったという部分がすごく

ありまして、それでみんなこれから世界とつなが

るんだというふうな夢を持ち始めた。そのおかげ

でもあるけれども、私、日本に来ることもできま

した。本当にそのおかげだと思っております。 

日本に来て、いろいろみたり、聞いたり体験し

たりして、日本というのはすごい経済が発展して

いて、豊かな国だと思いました。中国はなかなか

いまの日本のようになれないわけですね。 

その当時、一般的には中国というのは日本より、

あるいは先進諸国よりは３０年ぐらいおくれて

いたというふうにみんないっていたんです。けれ

ども、私、そのときに感じたのは、決して３０年

程度じゃなくて、もっとおくれていたのではない

のかなと思いました。だから、５０年ぐらいでは

ないかと、私、思いますけれども、多分、川村先

生も、そのころ中国に行ったりしていたんですけ

れども、どのぐらいに感じましたか、その差とい

うのは。 

 

楊 （笑）私、すごく一方的なんですけれども、

５０年ぐらい、あるいはもっとだと思ったんです。

日本の方からみれば、また別の計算になるとは思

いますけれども。 

それで、要するにその時代になって世界をみる

ことができるようになったんですね。中国の中で

も。それはすごい世界を意識し始めた年代でもあ

るし、どういうふうにしたら世界と同じレベルに

なれるかというのは、多分、私だけじゃなくて、

中国人はみんな考えていたと思います。特に中央

幹部の方々は、もう国はずうっとこのまんま政治

に束縛されて、これだけおくれていて、これはも

う何が何でも頑張らないと、というふうな気持ち

は絶対にあったと思います。 

だから、いろんな世界的、国際的な行動を起こ

すようになったと思いますね。つい何年か前にＷ

ＴＯの加盟が実現できて、それで、中国は一歩前

進できたとは思います。 

その中で、諸外国をみたときに、特に日本、あ

るいは韓国……。オリンピックというのは、日本
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にとっても経済の飛躍するきっかけになった大

きな出来事だと思います。だから、そういうこと

は中国にとってすごく大きなお手本みたいなも

のだったと思います。中国も、オリンピックの開

催をすれば、ある程度経済にもいい影響を与えら

れるし、それに世界の仲間入りができるんじゃな

いのかというふうに、みんな多分期待していると

思います。私も実際にそう期待しております。 

だけど、オリンピックというのは、そんな単純

なことかというと、そうでもないですね。４０数

年前、日本でオリンピックを開催して、日本は発

展してきたんですけれども、中国もそっくりにそ

ういうふうになるかというと、私はそう思いませ

ん。だけど、一つのいいきっかけになるとは思い

ます。 

そのオリンピックに向けて、どうしても中国人

だから、一生懸命になってしまうのですね。絶対

に成功させなきゃならないとか、みんなに違う中

国をみせようと、すごい一生懸命になって、その

分だけすごい駆け足にもなっていたと思います。 

私は、それに関して、多少は矛盾を感じた部分

があって、別に新しい中国じゃなくても、古い中

国をみせてもいいじゃないかとは思ったんです。

けれども、私も一中国人として、やはりオリンピ

ックを開催して成功できれば、これは中国人だけ

じゃなくて、世界にも多少貢献できることじゃな

いのかなと思います。だから、私、その成功もも

ちろん、祈っております。 

そんなところでいいですか。 

 

井田委員 『時が滲む朝』の主人公は、北京オ

リンピックに反対する署名運動をしたりしなが

らも、何か複雑なものを自身抱えているというこ

とだったんですけれども、それは楊逸さんの気持

ちにも通じるものがあるのでしょうか。 

 

■日本も４４年前は沸騰していた 

楊 私自身は、反対はしていなかった。周りに

はそういう人がいたかもしれないけれども。でも、

やはりオリンピックは政府だけじゃなくて、全中

国人のみんながみている夢なので、そういう意味

では、一個人で反対するとかいうふうな行動をと

るというのは、やはり全中国人を敵に回すような

感じになるので、そういうふうに考えると、悲し

い部分もあるし……うーん。 

だから、いま、中国という国の社会的な背景が

あると思いますね。やはり経済的にそれだけ格差

とか、いろいろあるし、諸外国と比べると、なか

なか平常心になれない部分というのがすごくあ

ると、私、思いますね。 

４４年前に日本は開催を成功させました。いま

もオリンピックを開催したいとかいうふうに、多

分活動的にやっているんですが、もし、２回目、

東京でオリンピック開催ができれば、多分、状況

は当時と大分変わってくると思うんですね。４４

年前だと、経済もそんなにまだ発展はしていなか

ったし、テレビでみると、みんなすごい熱くなっ

て、もう日本中沸騰していたような感じでしたね。 

何でそんな沸騰するかというと、やはり期待感

だと思いますね。このオリンピックによって新し

い時代に入れるというふうな気持ちが多分あっ

たと思いますね。 

だけど、数年前、シドニーのオリンピックがあ

りましたよね。そのときに、テレビとかでみると、

シドニーの方たちはそんな熱くも何にもなって

いなかったんですね。それはなぜかというと、も

ちろん経済的な基礎的な部分もあって、皆さんは、

それはすごい普通のことだと考えているんじゃ

ないのかなと思います。だから、それだけ平常心

を持って開催できるというのは、すごいすばらし

いことだと思います。 

中国人にとっては、その平常心を持てるという

のは、まだまだ先のことだと思います。だから熱

くなるのはしようがないとは私、思っています。 

 

司会 先ほど私に質問されましたが、中国に私

が最初に行ったのは１９７０年の学生のときで

す。そのときは、延安まで行って、どんなに振っ

てもジュースがどんどん下にたまってくる、分離

をしたジュースでした。冷蔵庫もなかったような

状況でした。その後長期滞在したのは１９８９年

の天安門事件のときの４月、５月、６月４日、そ

の前後。大体５０日ぐらい中国にいたんですけれ

ども、このときはやっぱり中国の変わり目だなと

いうように私は思いました。 

目の前で女子大生の白いブラウスが真っ赤に



 4

染まった。流血の惨事で、ひたすら私も逃げまし

たが、中国の公安当局にカメラを全部没収された

んです。その前に、撮った撮影のビデオテープだ

けをダミーのテープと差しかえて、カメラマンが

下着の中にかくした。それが日本で放送をされた。

８００万円ぐらいするカメラは戻ってこなくて、

中国の公安当局に没収されたままになった。帰国

するとき、預かり証をもらっていたので、「返し

てくれ」といったんですけれども、戻ってこない

で、私は８００万円の損害を会社に与えまして、

始末書を書いた覚えがあります。 

その当時の中国の公安当局の動きと、いま外国

人の報道人やオリンピックの取材に関しても非

常に厳しいものがあって、日本テレビや東京新聞

の記者が連行されて、少し暴行を受けたというよ

うな報道もされていますけれども、そういう面の

中国の警備と、いまの経済発展という点ではどん

なお考えをしているのですが。 

 

■１３億人がおなか一杯食べられてこそ 

楊 お手やわらかに……（笑）とお願いしたん

ですけれども。私、そこら辺の話について、この

小説を書いて、「何をいいたいのか」というふう

に皆さんによく質問されます。 

中国というのは、まず大きい。それに世界一の

人口がいるわけですね。１３億という公式的な発

表だと思いますけれども、そのうえ、多民族、都

市と農村の格差、あるいは沿海地域と内陸部の格

差とか、あとは官僚のどうのこうのということ、

多分いろいろ問題を抱えているとは思います。 

その中で、民主化を何でしないのか、というの

はずうっと昔からいわれてきたことなんですね。

私も、テレビをみながらすごく思うんですけれど

も、何で民主化しないの？ 民主化はいいことじ

ゃない。諸外国をみて、民主化されている国だと、

やはり自由も民主もいろいろあって、すごいいい

とは思いますね。だけど、中国にも多分、人口が

多い分だけ事情もあるんじゃないのかなとは思

いますけれども。 

私、何か話していくうちに、中国の幹部みたい

になってしまっているような感じもしますけど、

（笑）決してそういう気持ちは全くないんです。

でも、テレビなどをみていて、皆さんの議論を聞

いて、私も私なりにいろいろ考えるようになった。

何で民主化しなかったのか、何で天安門事件があ

ったのかというふうに考えるようになった。しか

し、やはり中国というのは、その民主化の前に、

皆さん、ご飯一杯じゃなくて、おなかいっぱい食

べられるというのは、１３億人もいるとどれだけ

大変なことか。そこで考えつきました。それだけ

生活というのは、まだ十分ではないレベルなわけ

だし、そこで民主化へ踏み出したら、人口の多い

分、あるいは少数民族の多い分、民主化する前に、

多分内戦になってしまうと思いますね。 

そこで、本当によほど強い力がないと、なかな

かこんな大きな国を、暴走させないように、一応

安定というか、平和を保っていくのにどうしたら

いいかという部分に関しては、私はだから、一応

理解をする……。気持ちとして。もちろんいい民

主化をして、いつか民主国家になってほしいとは

思います。だけれども、いまタイミング的にいい

かどうか、それも考えるべきじゃないのかなと、

私、思っています。 

多少、不条理な部分も絶対にあると思いますけ

れども、そこは、仕方ないというか――。私がい

ったらおかしいんですけれども――。 

 

司会 文学の話で質問をしたいんですけれど

も、“文学に国境なし”ということを楊逸さんは

みずから証明されたといいますか。この芥川賞作

品を読むと、天安門事件というのはそれはそれで

一つの例としてお考えになっていたんでしょう

けれども、非常に軽いタッチで読ませていただい

たんですね。 

また、楊逸さんが非常に日本で影響を受けた作

家で、筒井康隆さんがおられるというふうに聞い

ております。何か表現の中で、影響を受けたので

しょうか。会話ですと、例えば「世間知らずの学

生」というような言い方をするんですけれども、

この本の中では「浮世知らずの学生」と書かれて

いたりする。「風を飲む暮らし」とか、あるいは

「田舎色の歯」とか、「のどの奥に怪獣がいるよ

うな声だった」というような、表現や比喩も、何

か日本の作家があんまり思いつかないようなス

タイルがあるんですけれども、こういう自分の文

章というのはどこから来たのか。あるいは筒井康
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隆さんとか、非常に影響を受けた方の文体をかな

り自分なりに参考にされたのか。その辺はいかが

ですか。 

 

■難しいことを面白く書く筒井康隆さん 

楊 分かりました。私、この小説を書き終わっ

て、芥川賞を受賞するまで、文学というのを考え

ませんでした。済みません。（笑） 

だけれども、小説を書くわけだから、ぜひより

多くの方に読んでほしいという気持ちはすごい

強いんですね。 

私、文学に関してどういうような影響を受けた

かというと、小説を読むというのは、私、ほんと

に高校卒業ぐらいまでの間だったんです。それ以

後は、小説よりは歴史エッセーやら、地理関係と

か、そういうようなノンフィクションの部分がす

ごい多かったんです。 

私、小説を読んでいたのは高校卒業するぐらい

までの間だから、その間は、ちょうど中国だと文

革（文化大革命）が終わって、要するに、先ほど

いっていた「改革開放」をし始めたころだったと

思います。 

それまでに、私、中学とか小学校のころだと、

中国の文学というのは、ほんとに数えるぐらいの

小説しかなかったんです。それまでの中国の文学

というのは、ほとんど全部禁止されていたものだ

ったんです。読めたのは一部の古典物、『三国志』

やら『史記』やらというようなものでした。中学

から高校にかけて、少しずつ外国の名作も出版さ

れるようになって、その中でもすごい好きだった

のは、ロシア文学と、フランス文学だったんです

ね。 

それから、日本に来て、言葉がわからなかった

ので、しばらく読書はしなかったんです。大学に

入って、私、地理を勉強していたんですけれども、

地理を勉強して、参考書というふうな意味で、柳

田国男さんとか、井上靖さんの作品はいろいろ読

むようになった。だんだん少しずつ読めるように

なってから、筒井康隆さんの小説を読むようにな

りました。 

それまでにも、もちろん日本の名作、夏目漱石

さんとか、有名な作を、やはり読みたいと思って、

いろいろ読もうとはしたんですけれども、どれも

半分ぐらいで終わってしまうんです。どうしても、

やはり日本語がそれだけ読めなかったから、難し

い本というのはすごい無理でした。筒井康隆さん

の本は難しくないかというと、そうではなくて難

しいんだけれども、難しさとおもしろさを比べる

と、おもしろさのほうが勝っていると思う。（笑） 

そういう感じで読むようになった。しかも、そ

の中でふざけながら語っていた思想的な部分と

いうのは、すごい私の性に合っていると思いまし

たね。それが楽しくて読むようになった。後に、

書くようになったときに、まず読者の方がいる、

それで、途中で終わってしまうというのは、私と

してすごい寂しいし、やっぱり自分が書いた小説

は、どうしても最後まで読んでほしいという気持

ちがすごい強かったんですね。 

ならばどうしたらいいのかというときに、やは

り、難しさを求めるんじゃなくて、おもしろさを

求めたほうがいいんじゃないのかなとは思いま

した。それがゆえか、いまの形の小説になってし

まいましたけれども、皆さん最後まで読んでいた

だけましたか？（笑）お願いいたします。 

 

司会 それでは、最後まで読んでいただけたと

思いますので、会場の方からご質問を受けたいと

思います。どうぞ。 

 

質問 芥川賞を取るということは大変名誉な

ことだと思うんですけれども、中国の新聞とかラ

ジオ、テレビはそれを報道しましたか？ 

 

楊 私、調べたわけではないんですけれども、

一応「人民日報」からの取材を受けました。取材

したわけですから、多分、報道はされたとは思い

ます。 

 

質問 日本のテレビで天安門の騒動を聞いて、

北京に行って、広場をご覧になった。だけど、開

放軍の突入の前に汽車に乗ったと、どこかのイン

タビューで話しておられましたけれども、私もそ

のころ北京ホテルに泊まっていたんです。 

 

楊 おう、うまいぐあいに出会ったかもしれな

いですね。（笑） 
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質問 戒厳令が出たので、うっかりしていると

もう帰れなくなるんじゃないかと思って、すぐに

飛び出して、あなたと同じように北京を離れたん

です。あなたがあのとき北京を離れたのは、戒厳

令が布告されてからですか。 

 

楊 私は、多分５月の終わりぐらい、２０日過

ぎぐらいに北京に帰りまして、２～３日滞在した

とは思いますね。逃げたわけではなくて、家にた

だ帰りたかっただけで、また戻ってこようとは思

いました。けれども、北京へ帰ったのは、別に参

加したいから帰ったわけではなくて、ほんとにみ

たいという気持ちで帰りました。 

 

質問 本名は、劉荍（リュウ・チアオ）という

そうですけれども、チアオってどういう意味です

か。 

 

楊 チアオは、私、ずうっと思い込んでいたん

ですけれども、昔、多分、父親から中国の詩経っ

てご存じですか？ 一番最初の詩集みたいな、あ

の中からとったというふうな話を聞いていたん

です。日本の雑誌社の方の話ではその話、違って

いたんですね。唐の漢詩からとったというふうな

ことでした。だから、私の勘違いなのか、父親の

勘違いなのかよく分からないんですけれども。 

 

質問 それは花の問題ですか。 

 

楊 多分、そうだと思います。 

 

質問 アオイのことですか。 

 

楊 そうじゃないですか。 

 

質問 天安門事件を正面から取り上げて、中国

の方として大変勇気のある小説だと思って、ほん

とに感激したんです。けれども、最近、いろんな

評論とか書評を読みますと、どういう事情がある

のか分かりませんけれども、『ワンちゃん』のほ

うがよかったというような書評が結構出てきま

すよね。それをまず作家として、どう思われるの

かというのが一点。 

もう一点は『時が滲む朝』を、中国語に翻訳す

るというのも変ですけれども、ご自身の母国語で

ある中国語で書き直してみるようなお気持ちは

ありますでしょうか。 

 

■文学に“基準”はない 

楊 まず一番目の質問に対してですけれども、

『ワンちゃん』のほうがよかったという…。文学

というのは、私、考えていなかったんです。でも、

よく考えれば、文学的なセンスはいろいろあって

いいと思いますね。文学は何なのかというのは、

基準はあってほしくない。それ、私、個人的な思

いなんですけれども。『ワンちゃん』も『ワンち

ゃん』なりに、私、一生懸命書きましたし、この

『時が滲む朝』というのも、私すごい人生の記念

として力を入れたわけです。思いによってみんな

それぞれ好きだとか嫌いだとかいろいろあって、

で、嫌いならば嫌いな理由があるわけだし、それ

をいろいろ読んで、私も参考にして、できるだけ

これから書く小説の中で反映できたらとは思い

ます。 

２つ目は、翻訳ですね。書き直すんじゃなくて、

翻訳がいいんですね。いまの小説に入っている思

いみたいなものは、直さないでそのまま。あるい

は書き直すよりは新しく、数年後にまた書くこと

はあり得るけれども、書き直すというのはないで

すね。 

 

井田 翻訳はご自分で？ 

 

楊 はい、おかしいでしょう？（笑） 

 

質問 楊さんのご出身地であるハルビンとい

うのは、申すまでもなく郊外に７３１部隊の本部

がありまして、そこは当然ながら、教育参考地で、

学校教育の中で見学や何かがあったと思います。

ですから、そういうことを子どものころから学ん

でいたはずですし、その被害者という人が、いま、

日本の裁判所で訴えている人もありますけれど

も、そうしたことを踏まえつつも、あえて日本に

留学して、日本に生活の本拠を置こうとお考えに

なったことについて、少し説明をいただければと

思いますが。 
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■中高時代､反日教育はなかった 

楊 本当は、私、個人的に、政治性を持てない

人なんですね、性格からも。歴史は多分いろいろ

あって、それは歴史だから仕方ないという部分、

あきらめるんじゃなくて、天安門事件も含めて、

ずうっとみつめていくとか、そうするとまたいろ

いろ教訓としてくみ取ることはできると思いま

す。 

歴史はいろいろあって、日本に来るときに、そ

んなこと私は何にも考えなかったんです。で、皆

さんによく質問されるんですけれども、反日教育

はどういうふうに受けましたか？と。私はそれほ

ど受けてないんです。共産党から、私にそういう

ふうに教育していただけなかったんですけれど

も。（笑） 

日本と中国の歴史についてですけれども、中学

とか高校の教科書の一部では習ったことがある

んですけれども、それ以上のことは私の記憶には

あまりないんです。だから、そんなすごい日本に

対して恨みを持っているとかはないんです。むし

ろ私、小さいときに、常に常に聞かされたのは、

帝国主義だとか、ソ連はどうのこうの、あれは

日々、毎日のように、スローガンやら何やらで、

壁に書いてありましたので……。 

で、日本については書いてあったかなあと思い

ましたら、書いてなかったんですよ。だから、皆

さんは中国ではすごい反日教育をしているんじ

ゃないのかというふうに、多分思っていらっしゃ

ると思うんですけれども、私の時代にはあんまり

なかったんです。が、いまは私、やはりその部分

に関してよく分からないんです。 

日本に来るまでにあえて、何というか恨んでい

る国に行こうという、そういう気持ちは全くなく

て、多分、その写真からみて、ああ、すごいきれ

いな国だなあというふうな気持ちで、一回外国を

みてみたかったし、そんな気持ちで来ました。 

 

質問 私も日本にもう４０年余りも在日する

ドイツ人記者ですが、楊さんのお話を聞きますと、

印象としては、むしろ楊さんはずっと日本にいる

ような雰囲気を受けるわけです。これから将来を

考えて、また中国に住みたい気持ちがあります

か？ あるいはどういうような一種の方針があ

るかどうか、少しそれを聞きたいんです。 

もう一つは、私は楊さんのご出身のことについ

てあまり知らないから、例えばどういうような家

族生活があって、どういう背景で日本への関心を

持ったのか？ 何か具体的なことがあれば教え

てください。 

 

楊 分かりました。一番目の質問ですけれども、

これからずうっと日本に暮らしたいというわけ

ではなくて、私、子どもが２人おりまして、要す

るにシングルマザーです、よろしくお願いいたし

ます。（笑） 

子どもが一応成人するまで日本にいなければ

という、客観的な環境が一応あって、私、老後は、

とてもじゃないけど、貧乏なわけだから、日本で

暮らせないと思っています。 

それこそ企画して、いつか中国に帰って、共産

主義老人村を経営しようと思っております。皆さ

んぜひ、もし興味ある方、いま募集中なのでよろ

しくお願いいたします。 

２番目の質問ですね。また忘れちゃった…。 

 

井田委員 日本に来ることになった……？ 

 

楊 あ、そうですね。母親のお兄さんが横浜に

います。ずうっと３０数年連絡をとっていなくて、

「改革開放」してから、ある日突然、手紙が来た

んですね。その手紙の中に写真などが入っていて、

その写真というのは私、初めてみたカラー写真と

いうものでした。すごいきれいで、自然な色とい

うのが何ともいえないほどきれいだったから、や

あ、その色だけで、もう日本はすばらしい国じゃ

ないのかなと思いました。 

で、外国に行きたいというふうに思うようにな

ってから、やはり可能性として、アメリカにも行

きたかったし、ドイツにも行きたかったんですけ

れども、親戚とか何もなくて、行けなかったんで

すね。で、伯父が横浜にいるわけだから、それに

頼って日本に来ました。 

 

質問 楊さんは日本に住んで、もう長いわけで

すから、日本の新聞とかテレビの中国報道をみた
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りとか、あと、周りのお知り合いの日本人の方の

中国に対する考え方とか見方とか、そういうのは

当然よく知っていらっしゃいます。同時に、中国

の方ですから、中国の事情とか、それは当然ご存

じだと思います。 

そうすると、日本の新聞、テレビとか、あるい

は日本の方々の中国についての見方とか報道ぶ

りとかみて、何でこんなにずれているんだろうと

か、分かってないのだろうかとか、どうしてこう

いうすれ違いとか、誤解が起きているんだろうか

ということは、おそらくいろんな機会に考えるこ

とが多いと思うんです。もしその点について、例

えば、この前のチベットのことでもいいですし、

その後の聖火リレーの妨害のことでもいいです

し、あるいはほかのテーマでもいいんですけれど

も、何か思っていることをいっていただければあ

りがたいんですけれども。 

 

楊 分かりました。まず、一言、お断りさせて

いただきますけれども、私、ほんとにまともなこ

とをいえない人間なんですけれども、笑い話だと

考えて聞いてください。真に受けないようにと私、

すごく思っております。（笑） 

中国と日本、日々、最近オリンピックの件もあ

って、毎日のように中国のこと、テレビでみられ

るようになりました。それは一部では、私、懐か

しさもあって、毎回みて、それで癒しにもなって

いるんです。 

一昔、中国脅威論というのがあったんですね。

私、そこはすごいおかしいと思ったのは、日本と

いうのは、中国はすごい脅威的な存在なんだよと

いうふうに考えていて、逆に、アメリカですと、

すごい保護してくれるんだよ、というふうに思っ

ているらしいですね。日本の方、そう思っている、

先生はそうですか？ 

 

司会 そう思っていませんけど。（笑） 

 

■理解できない中国脅威論 

楊 どうも済みません。 

私、テレビの議論とかいろいろみていると、す

ごいおかしいと思ったのは、歴史からみれば、日

本という国というのは島国なわけだから、海に守

られている国なんですね。そんなすごい恵まれて

いる国だとは思いますけれども、そんな国が、唯

一攻撃されたのはアメリカ。アメリカは日本を唯

一攻撃した国なんでしょう。それなのにアメリカ

は脅威的存在ではなく、中国を……。そこはちょ

っと理解できない部分です。 

あと、中国の歴史をみて、これまでどこかほか

の国を攻撃したりしたのかなとみると、私も勉強

不足なんですけれども、そういう歴史はあまりな

いんです。で、中国の一番の古跡なんですけれど

も、知っている方います？ いろんな古跡がある

んですけれども、一番は万里の長城なんですね。

何で万里の長城なんですか、と思うんですが。あ

んな愚かな国防というのは、これまでにないです

よね。それだけいかにして外敵の侵略から守ろう

かと一生懸命ですよ。 

だから、外国を攻撃する前に、まず、私、これ

だけでもう十分に満足していますから、もう来な

いで！ 来ないで！ みたいな感じで、歴史上、

中国というのは、お金をどこに一番かけているの

かというと、国防なんですよ。いまも国防なんで

しょうね。 

だから、私、すごい思うのは、愚かの象徴とい

ってもいいほどの万里の長城の存在ですね。それ

は何を示しているかというと、中国はそれだけい

ろんな国から嫌がらせを受けて、その外敵に対し

ていかにして国を安全、平和でやっていきたいと

いうふうな願いが、そこにすべて入っていると思

いますね。 

だから、中国脅威論というのは、どこが脅威な

のかというと、多分、そのかかっている国防費な

んですね。ただ、それは脅威でも何でもなく、仕

方がなくやっていることだと思います、私の理解

では。皆さん、真に受けないように。（笑）それ

ぞれ、自分の価値観で考えていただければと思い

ます。 

 

質問 国際報道をしていたので、あちこち世界

に行っていろいろなことを考えるんですけれど

も、楊さんは小説を書いたり、日本に住んでいて、

日本人と中国人とは同じだと思いますか？ そ

れとも違うと思いますか？ その質問をしたい

と思います。 
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■中国人・日本人・性悪説 

楊 これ、非常にいい質問ですね。（笑）日本

人と中国人、同じですか？ 人間として同じだと

思います。違うところは多分、国籍なんだと思い

ます。（笑） 

だから、もう中国思想というのは、多分人間は

どういうふうに分けられるかというと、性善説と

か性悪説とか、というふうな分け方をするんです

けれども、私はどっちかというと、性悪説のほう

だと思いますね。 

で、日本というのは、すごい文明化された国な

んですね。文明化された国というのはどういうこ

とかというと、私の中で思っているのは、性悪説

というのは、生まれたときにすごい悪があるわけ

ですね。だけど、文明によって、文明化されてい

くうちに、その性悪の部分が、いかに文明によっ

て殺されていくかという感じだと思いますね。 

だから、中国人、日本人どういうふうに違うか

というと、多分その性悪の部分、どれだけ殺され

ているかというところなんじゃないかしら。だか

ら、文明化の程度によると思います。いいです

か？ 

 

司会 どうもありがとうございました。 

瞬く間に時間が過ぎてしまいました。 

第３作目は、『金魚生活』ということでしたね。

『金魚生活』というタイトルで文学界に…。 

 

楊 あ、もう発売しております。ぜひ読んでく

ださい。 

 

井田委員 最後に記念品を、日本記者クラブ特

製の万年筆です、これで翻訳、また新作などをぜ

ひ……。 

 

楊 すごい、万年筆欲しかったんです。ほんと

にありがとうございました。（拍手） 

 

文責・編集部 

 




